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補助事業番号  26-2-018 

補助事業名  平成26年度障害のある人が幸せに暮らせる社会を創る活動補助事業 

補助事業者名  公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

障がい者のスポーツ活動の促進を図るため、全国障害者スポーツ大会やその予選会

の開催及び各競技大会を開催し、もって公益の増進に寄与することを目的とする。 

 

（２）実施内容 

  ①第14回全国障害者スポーツ大会（長崎県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②第14回全国障害者スポーツ大会予選会 

1）聴覚バレーボール競技 

    

 

 

 

 

 

 

http://www.nagasaki-kokutai2014.jp/taikai/about
http://www.jsad.or.jp/
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  2）視覚障害者グランドソフトボール競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3）車椅子バスケットボール競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4）知的障害者バスケットボール競技 

5）知的障害者バレーボール競技 

  6）知的障害者サッカー競技 

  7）知的障害者ソフトボール競技 

  8）知的障害者フットベースボール競技 
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 9）精神障害者バレーボール競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

③日本車椅子バスケットボール選手権大会（東京） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④2014パラサイクリング選手権 

 

 ⑤国際盲人マラソン大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jwbf.gr.jp/championship_man/info/result/42.php
https://www.kasumigaura-marathon.jp/about_blind/index.html
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 ⑥インチョン2014アジアパラ競技大会日本選手団ユニフォーム経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予想される事業実施効果 

①第14回全国障害者スポーツ大会（長崎県） 

 知的障がいがある選手は、本大会に出場することで、初めて親元を離れる場合が多

く、選手にとって大きな自立の第一歩となると同時に、大きな自信につながる。 

 また、開催には多くのボランティアの協力が不可欠である。今回、今まで全く障が

い者スポーツに関わったことのない一般の方が多く参加しており、本大会のボランテ

ィア活動を通じ、より身近に障がい者スポーツを感じることで、理解促進が進む。 

 

②第14回全国障害者スポーツ大会予選会 

本予選会は、各ブロック内持ち回りで開催している。そのため、各地域での各競技

の振興を進めることが出来る。 

予選会を開催することにより、選手の育成だけでなく、各競技の審判員の育成、競

技団体の組織力の向上が見込まれる。 

また、開催地域の障がい者スポーツ協会や、指導者協議会、競技団体との連携が深

まり、大会開催後も地域の障がい者スポーツの横のつながりが強くなる。 

 

③日本車椅子バスケットボール選手権大会（東京） 

車椅子バスケットボールは、一般のバスケットボールとルールもほとんど同じで、

一般の人が観戦しやすい。また、選手と車いすの動きの素早さ、試合のスピード感は

見る人を魅了し、障がい者スポーツの応援者を増やすことが出来る。 

本大会が国内最高峰の大会として継続実施することにより、選手、チームの目標と

なり選手強化の重要な役割を果たす。 

http://www.jsad.or.jp/games/asianpara/incheon2014.html
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  ④2014パラサイクリング選手権 

国内で開催されるパラサイクリング競技（障がい者自転車）の唯一の国内大会とし

て、継続開催することにより選手強化につながる。 

 

  ⑤国際盲人マラソン大会 

   本大会は盲人マラソンにおいて国内唯一の国際パラリンピック委員会公認大会で、

国内外から競技レベルの高い選手が参加する。日本人選手はわざわざ海外に行くこと

なく、公認試合に参加できるので、好成績が期待できる。 

   また、一般のランナーが障がいのある選手と一緒に走ることにより、スポーツを通

じて障がい者スポーツの理解が進む。 

 

⑥インチョン2014アジアパラ競技大会日本選手団ユニフォーム経費 

 アジア大会は若手選手や、新しい選手が今後の世界選手権や、パラリンピック等の

国際大会出場に向けて、海外での競技になれるために、大変重要な大会である。本大

会の経験が、今後のリオ２０１６パラリンピック競技大会、東京２０２０パラリンピ

ック競技大会でのメダル獲得につながることが期待できる。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

③日本車椅子バスケットボール選手権大会（東京） 

 1)ポスター（B1サイズ）     2)ポスター（A2サイズ） 

 3)チラシ             4)フライヤー 

 5)プログラム          6)報告書 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：公益財団法人日本障害者スポーツ協会 

        （コウエキザイダンホウジンニホンショウガイシャスポーツキョウカイ） 

  住   所：103-0014 

        東京都中央区日本橋蛎殻町 2-13-6 ユニゾ水天宮ビル 3階 

  代表者名：会長 鳥原光憲（トリハラミツノリ） 

  担当部署：総務部（ソウムブ） 

  担当者名：岩坪 友子（イワツボトモコ） 

  電話番号：03-5939-7021 

  F A X：03-5641-1213 

  E - m a i l：miyashita@jsad.or.jp    U R L：http://www.jsad.or.jp 

mailto:miyashita@jsad.or.jp
http://www.jsad.or.jp/

